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問 1 周期 2πを持つ奇関数

f(x) =

 1 (−π ≤ x < 0),

−1 (0 ≤ x < π)

のフーリエ正弦級数を求めなさい。(2点)

解答例 奇関数であることに注意すると、フーリエ係数は、
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となる。したがって、周期 2πを持つ奇関数 f(x)のフーリエ正弦級数は、
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* 上記の関数は正確な奇関数ではありませんが、関数の不連続点 0におけるフーリエ級数の収束
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となるため、奇関数と同等に扱うことができます。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 2 周期 6を持つ奇関数

f(x) = x (−3 ≤ x < 3)
のフーリエ正弦級数を求めなさい。(2点)

解答例 奇関数であることに注意すると、フーリエ係数は、
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となる。したがって、周期 6を持つ奇関数 f(x)のフーリエ正弦級数は、
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評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 3 周期 2を持つ偶関数

f(x) =

 e−x (−1 ≤ x < 0),

ex (0 ≤ x < 1)

のフーリエ余弦級数を求めなさい。(2点)

解答例 偶関数であることに注意すると、フーリエ係数は、
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となり、周期 2を持つ偶関数 f(x)のフーリエ余弦級数は、
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評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。


